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木魏愛女一雅夫家政 藤田公子

目的　人間の行動と'＼'ーソナリテi　t ･n)剛 知*,^'理学'= ＆It る基本的な研 究課賤-z･ある．

被 版,い哩考にあヽい^  も，被眼に関 する人間行動 とパ ーソナリり とのＭｲ粂は竃察？課鰻-c・

あり, 泉証的研究の揖,ﾀﾌヽ tn がゆ察であ る ■>こマ- n ﾉぐ一ソナリテ･ の一側面r ゐる社会

゛違的特枇i･ ヒ<＼あ'ち これμニ，^ の被 版行動^  どのより卜 聞走 するヵ
，
竃積吋 し‰

吉瑞 調 査は本営家政科，匡欠科 の今生/ 加 名 を被 敏溥 として瓊問蛾 公明いて毎団失施

しμ. 被蔵行動測気尺J｡ は，あヽ しやれ鳥飼，ブランド志向，フ，ミーソな朕装，鼠幾晩柘

4i゛環い阪装，作間iこ同綱し 制限装，楓株的な限装の下征尺度ﾌ う 持戒?  if

下位尺度は2 ～／?の1､見項呂ヵヽりなっマいる．名飛,見項目は ぶ段精糖免 と.しタそれ々ヽ れの
下位尺度を持疹 する意,見項目への各扱馳 看の反応ヽ得鳥 の合酎 水 竃々の棟験 老の下拙尺吏 の

耕岸ヽ｀しμ ．二n. 色ﾀﾄ的簒り‘変数 とし，説明数数^乱 費 木裕久 川乍賎しμ･祐希心理的尺淮.

(/ZT づテA  )   を之･り3: ま用い，靫奮拓i 頬， 瓦類iこよ，マ分擦 しμ ．

柵 果　みしゃれ志飼行動の場合丿 レンジの最t 大 きい繋因は｢‘ 怒奇/り-Z' あ'))  ｶﾞ奇が

の強い考ほどあヽしr  れ鳶ヽ向 マヽヽあることがわ力ヽつか．このβ 炉タレ ンジの八さい夢凶
μ/ 宮

柱友; 同調島 不 良柊向い 理゙釣台y ゛り^ デり 自り り仙 味 で>
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